
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
事
故

は
、
１
９
８
６
年
４
月
26
日
に
起
こ
り
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
17
年
の
年
月
が
た
ち
、
人
々

の
中
か
ら
当
時
の
記
憶
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
で
も
被
災
し
た
多
く
の

人
々
が
放
射
能
に
よ
る
病
気
な
ど
で
苦
し
ん

で
お
り
、
そ
の
被
害
は
事
故
の
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
も
う
終
わ
っ
た
過
去
の
出

来
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
被
害
が
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
た

当
時
と
最
近
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
、
17
年

間
そ
の
地
の
人
々
・
村
々
を
追
い
続
け
た
写

真
家
広
河
隆
一
さ
ん
（
第
22
回
土
門
拳
賞
受

賞
）
の
写
真
が
伝
え
ま
す
。

▽
８
月
７
日
œ
〜
15
日
–
（
９
日
—
・
10
日

À
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
、

市
役
所
1
階
市
民
ホ
U
ル
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５

三
鷹
が
直
接
空
襲
を
受
け
た
の
は
公
式

に
は
５
回
。
し
か
し
、
市
内
70
数
社
の
工

場
と
研
究
所
、
近
隣
に
巨
大
工
場
を
抱
え

る
こ
の
エ
リ
ア
は
連
日
の
よ
う
に
空
襲
に

さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
20
年
４
月
２
日
の
空
襲
で
は
下
連

雀
二
丁
目
で
28
人
が
死
亡
、
防
空
壕
が
埋

ま
っ
て
一
家
５
人
が
全
滅
し
た
家
も
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
８
月
、
人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
が
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
の
は
今
か
ら
58
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
年
の
８
月
15
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
よ
う

や
く
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
58
年
と
い
う
年
月
を
経
て
風
化
し
つ
つ
あ
る
戦
争
の
悲
惨
さ

に
つ
い
て
考
え
学
び
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
れ
は
今
の
平
和
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
な
す
べ
き
大
切
な
役
目
で
す
。

市
で
は
、
昭
和
57
年
に
「
三
鷹
市
非
核
都
市
宣
言
」
、
平
成
４
年
に
は
「
三
鷹
市
に
お
け

る
平
和
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
平
和
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
毎
年
８
月
を
平
和
強
調
月
間
と
し
て
、
今
年
も
平
和
展
や
８
月
15
日
の
平

和
の
つ
ど
い
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５
・
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１
５

三
鷹
市
民
の
平
和
へ
の
思
い
が
託
さ
れ
、

多
く
の
方
か
ら
の
浄
財
に
よ
り
建
立
さ
れ
た

「
平
和
の
像
」
の
前
で
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
す
。

▽
献
花
・
千
羽
鶴
贈
呈
、「
い
ま
語
り
伝
え

た
い
こ
と
（
抜
粋
）」
朗
読
（
朗
読
研
究
会
）、

黙
と
う
。

※
平
和
の
つ
ど
い
終
了
後
、
戦
没
者
追
悼

式
・
平
和
祈
念
式
典
の
会
場
（
三
鷹
市
公
会

堂
）
ま
で
連
絡
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
恒
久
平
和
を
願

う
式
典
で
す
。
手
話
通
訳
付
き
。

▽
献
花
、
コ
U
ラ
ス
（
女
声
合
唱
「
み
た
か

ブ
ル
U
コ
U
ラ
ス
」）、
追
悼
と
平
和
祈
念
の

こ
と
ば
、
三
鷹
市
被
爆
者
の
会
の
方
に
よ
る

被
爆
体
験
談
、
黙
と
う
。

三
鷹
駅
南
口
近
く
の
旧
原
島
燃
料
店
で

７
月
23
日
、
昭
和
初
期
の
建
物
と
防
空
壕大人１人が立つのがやっとの高さ

の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
、

既
に
「
三
鷹
の
街
と
建
物
の
歴
史
調
査
」

の
対
象
と
し
て
調
査
を
終
了
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
新
た
に
、
防
空
壕
が
再
開
発
予

定
建
物
の
地
下
に
残
っ
て
い
る
の
が
確
認

さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
下
３
A
に
作
ら
れ
た
方
形
の
部
屋
は

2.2
×
2.7
A
、
昭
和
19
年
に
400
円
の
工
賃

（
現
在
の
数
十
万
円
？
）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
戦
後
、
壁
に
し
っ
く
い
を
塗
り
換
気

穴
を
開
け
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
地
下

室
の
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
に
多
い
と
き
は

10
人
も
の
人
が
避
難
し
た
と
い
う
話
を
聞

く
と
、
そ
の
時
の
恐
怖
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
人
形
ア
ニ
メ
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」（
午
後
１

時
23
分
〜
１
時
50
分
）】

昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
。
い
つ
も
の
よ

う
に
「
わ
ら
い
じ
ぞ
う
」
と
遊
ぶ
ひ
ろ
ち
ゃ

平
和
の
つ
ど
い
開
催
時
に
、
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
献
呈
す
る
千
羽
鶴
を
ご
提
供
く

だ
さ
い
。
個
人
・
団
体
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
折
鶴
は
一
つ
一
つ
す
べ
て
糸
な
ど
で
つ

な
げ
て
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
名

札
も
お
付
け
く
だ
さ
い
。

▼
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
８
月
８
日
–

ま
で
に
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５
・
¿

48
―
１
４
１
９
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仙川公園・平和の像

三
鷹
市
防
災
無
線
に
よ
り
、
恒
久
平

和
を
祈
る
１
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま

す
。
家
庭
や
職
場
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
広
島
原
爆
の
日

８
月
６
日
Œ
午
前

８
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
の
日

８
月
９
日
—
午
前

11
時
２
分

◆
終
戦
記
念
日

８
月
15
日
–
正
午

∞
企
画
部
企
画
経
営
室
平
和
・
女

性
・
国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

２００３・８・３ 平和のつどい　�広報
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世
界
は
平
和
の
道
を
探
る
一
方
、
未
だ

戦
争
や
紛
争
が
絶
え
な
い
今
日
、
21
世
紀

を
平
和
な
世
紀
に
す
る
た
め
私
た
ち
は
何

を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
平
和

を
願
う
多
く
の
メ
ッ
セ
U
ジ
が
収
め
ら
れ

た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
平
和
の
グ
ロ
U
バ
ル
化
へ
向
け
て
　
入

江
昭
　
日
本
放
送
出
版
協
会

同
時
多

発
テ
ロ
の

発
生
に
よ

り
、
世
界

は
「
新
し

い
戦
争
」

の
世
紀
に
突
入
し
た
の
か
？
戦
争
の
時
代

と
い
わ
れ
た
20
世
紀
も
、
い
っ
ぽ
う
で
は

平
和
を
求
め
る
人
々
の
努
力
が
着
実
に
成

果
を
残
し
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
地
球
市

民
の
登
場
、
女
性
解
放
運
動
の
進
展
、
情

報
通
信
技
術
の
躍
進
な
ど
グ
ロ
U
バ
ル
化

を
推
進
し
た
こ
の
100
年
の
諸
相
を
グ
ロ
U

バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
一
環
と

捉
え
、
21
世
紀
の
平
和
実
現
の
可
能
性
を

探
る
一
冊
。

◆
Ｎ
Ｏ
　
Ｗ
Ａ
Ｒ
¿
　
ザ
・
反
戦
メ
ッ
セ

U
ジ
　
瀬
戸
内
寂
聴
他
編
著
　
社
会
批
評

社
　

ア
メ
リ

カ
の
13
歳

の
少
女
・

シ
ャ
U
ロ

ッ
ト
さ
ん

が
地
元
の

平
和
集
会
で
行
っ
た
メ
ッ
セ
U
ジ
、「
私

た
ち
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？
」

は
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
で
世
界
中
に
広
ま

り
、
大
き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
本
書

は
世
界
か
ら
発
信
さ
れ
た
反
戦
メ
ッ
セ
U

ジ
や
高
校
生
、
自
立
す
る
市
民
ら
の
反
戦

運
動
・
平
和
へ
の
行
動
が
多
数
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
地
球
を
め
ぐ
る
女
た
ち
の
反
戦
の
声

松
井
や
よ
り
編
　
明
石
書
店

「
テ
ロ

は
戦
争
に

よ
っ
て
は

根
絶
で
き

な
い
。
暴

力
は
暴
力

を
生
む
。
罪
な
き
人
々
を
犠
牲
に
す
る
戦

争
を
や
め
て
ほ
し
い
」
こ
れ
ま
で
戦
争
の

犠
牲
に
な
っ
た
国
々
の
女
性
か
ら
反
戦
の

メ
ッ
セ
U
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。
本
書
は

テ
ロ
も
戦
争
も
な
い
21
世
紀
を
強
く
求
め

る
女
性
た
ち
の
反
戦
の
声
が
多
数
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
世
界
が
も
し
100
人
の
村
だ
っ
た
ら
２

池
田
香
代
子
＆
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
編
　
マ

ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

人
間
が

心
の
中
に

平
和
を
取

り
戻
さ
な

い
限
り
、

世
界
の
平

和
は
や
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

世
界
を
動
か
す
大
き
な
力
の
前
で
は
個
人

な
ど
無
力
だ
と
思
い
こ
む
こ
と
な
く
、
こ

れ
ま
で
も
わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

変
わ
る
こ
と
が
世
界
を
変
え
て
き
た
こ
と

を
改
め
て
思
い
な
お
し
て
平
和
へ
の
希
望

を
も
っ
て
欲
し
い
と
、
編
者
は
メ
ッ
セ
U

ジ
を
発
し
て
い
ま
す
。

◆
映
画
で
平
和
を
考
え
る
　
母
と
子
で
み

る
Ａ
10

上
田
精
一
著
　
草
の
根
出
版
会

元
教
職

に
あ
っ
た

著

者

は

「
平
和
」
、

「
民
主
主

義
」、「
ヒ

ュ
U
マ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
を
キ
U
ワ
U
ド
に

し
た
映
画
を
教
育
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し

た
。
21
世
紀
を
核
も
な
い
、
戦
争
も
な
い

平
和
な
世
紀
に
す
る
た
め
に
「
映
画
に
描

か
れ
た
戦
争
」
を
通
し
、「
映
画
で
平
和

を
考
え
る
」
活
動
を
記
し
た
一
冊
。

∞
三
鷹
図
書
館
ò
43
―
９
１
５
１

「
平
和
を
願
っ
て
」

平
和
の
つ
ど
い

午
前
９
時
〜
９
時
45
分

仙
川
公
園
・
平
和
の
像
前

戦
没
者
追
悼
式

並
び
に
平
和
祈
念
式
典

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
５
分

三
鷹
市
公
会
堂

中
国
帰
国
者
の
会
三
鷹
支

部
に
よ
る
展
示
コ
U
ナ
U

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
50
分

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ワ
イ
エ

■
千
羽
鶴
の
ご
提
供
を

戦
争
の
記
憶
　
下
連
雀
で
防
空
壕
の
見
学
会

広
河
隆
一
写
真
展

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
核
の
大
地
」

８
月
７
日
œ
〜
15
日
–

市
民
ホ
U
ル
で

ん
。
そ
の
日
、
ピ
カ
ッ
と
い
う
光
と
同
時
に

大
爆
発
が
お
こ
り
、
街
は
一
瞬
に
し
て
焼
け

野
原
に
…
。

【
ア
ニ
メ「
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」（
午

後
２
時
10
分
〜
３
時
40
分
）
〜
字
幕
つ
き
】

仲
間
の
キ
ラ
に
助
け
ら
れ
て
か
ら
、
い
じ

め
ら
れ
っ
子
の
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
ピ
ピ
は
み

ん
な
と
な
か
よ
し
に
。
そ
ん
な
仲
間
た
ち
を

あ
る
日
嵐
が
…
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■「
み
た
か
平
和
の
つ
ど
い
」協
力
団
体
　

三
鷹
市
遺
族
会
　
憲
法
を
記
念
す
る

三
鷹
市
民
の
会
　
各
住
民
協
議
会
　
三

鷹
市
被
爆
者
の
会
　
中
国
帰
国
者
の
会

三
鷹
支
部
　
世
界
連
邦
運
動
協
会
三
鷹

支
部
　
¬
三
鷹
国
際
交
流
協
会
　
三
鷹

市
の
福
祉
を
す
す
め
る
女
性
の
会
　
三

鷹
市
公
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
三
鷹

市
消
費
者
団
体
連
絡
会
　
東
京
三
鷹
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
東
京
三
鷹
ロ
U
タ

リ
U
ク
ラ
ブ
　
東
京
井
の
頭
ロ
U
タ
リ

U
ク
ラ
ブ
　
三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会

三
鷹
青
年
会
議
所
　
三
鷹
市
赤
十
字
奉

仕
団

三
鷹
市
合
唱
連
盟

■
黙
と
う
に
ご
協
力
を

173

平
和
ア
ニ
メ
上
映
会

午
後
１
時
23
分
〜
３
時
40
分

（
開
場
午
後
１
時
）

三
鷹
市
公
会
堂
ホ
ー
ル

防空壕入口

み
た
か
平
和
の
つ
ど
い

〜
世
代
を
こ
え
て
平
和
を
考
え
る
日
〜

8月15日


